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ロータリーに輝きを
2014-15年度 国際ロータリーのテーマ

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2800

第2079回例会

会長挨拶

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：伊藤　　誠 君
点　鐘：PM 12：30　布施　富将 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」

　皆さんこんにちは。はじめにお客
様のご紹介をいたします。本日は中
国からいらした米山奨学生のホウ・
スイ・ホウさんが見えております。
山形南ロータリークラブへようこそ
おいでくださいました。ごゆっくり
お過ごしください。
　今月は雑誌月間ということで、あ

らためて「ロータリーの友」を読んでおりましたとこ
ろ、1911年からずっと発行されているということで、
大変歴史の深いものだと再確認いたしました。雑誌の投
稿者にはノーベル賞授賞者17名、ピューリッツァー賞

授賞者19名をはじめ多数の素晴らしい経歴の方々がい
らっしゃいます。
　また、山形北ロータリークラブがロータリーデーと
して西蔵王での大根づくりをしていることが大きく取
り上げられていたり、山形ロータリークラブの宮崎県
の姉妹クラブとの交流の様子で、山形と宮崎の違いが
いろいろと勉強になると取り上げられておりました。
　近年よく耳にする「日本創生」「日本再生」なども
わかりやすく書いてあり、日本は歴史と伝統文化を大
事にしていくべきだとのことです。是非皆様もご一読
いただければと思います。本日もよろしくお願いいた
します。

　
1．4/28の観桜会が4/30、18：30～つるやホテルに日
程が変更となります。

2．5/16、17の中津RC合同例会と
浅草三社祭へのご参加をよろしくお
願いいたします。

幹 事 報 告 寺﨑　利彦 幹事

2015-4／ 14（火）天気（くもり）

　4月から山形南RCが
お世話することになっ
たホウ・スイ・ホウさ
んに米山奨学金の贈呈

委員会報告
　ニコニコBOX  木村　政則 君
　伊藤　　誠君　平成27年4月から新しい米山奨学生をお迎
　　　　　　　　えすることになりました。私がカウンセラー

としてお世話をさせていただきます。
　浅野　裕幸君　2800地区の会報コンテストで敢闘賞をいた

だきました。
　鈴木　利明君　先日、健康長寿の為のお話をさせていただき

ました。
　菊地　賀治君　本日卓話をさせていただきます。宜しくお願

いいたします
　長沢　一好君　本日42回目の結婚記念日です。ありがとう
　　　　　　　　ございます。

熊谷　昌和君

本日の一言

いよいよ桜が満開に
なってきました。
今月の観桜会が楽しみです。

新年度の意気込みを
教えてください
新年度の意気込みを
教えてください

4月のテーマ4月のテーマ



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５３名
５３名

３６名
４６名 100.0％４６名

※本日の結果は２週間後に報告
※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?
　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?
　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

月間卓話

　皆様こんにちは。雑誌・広報・史料委員会の菊地です。委員会構成は、長谷川パス
ト会長と私となります。
　今月は、雑誌月間となっております。常日頃、雑誌・広報・史料委員会活動におき
まして、皆様よりご理解とご支援を賜り誠にありがとうございます。
　雑誌月間とは何なんだろう……と思われる方がいらっしゃると思います。一番身
近なで、皆様に毎月購読頂いています「ロータリーの地域雑誌ロータリーの友」つ
いて話をさせて頂ければと思います。少しの間、お時間を頂戴致しますので宜しく
お願い致します。
　全世界のロータリアンには、共通のロータリアン三大義務があります。入会して
間もない方も、この三大義務は耳にした事があると思います。まずは一つ目例会に
出席する事。二つ目会費を納入する事。三つ目が、雑誌の購読です。国際ロータリー
以後RIとします。RI世界本部で発行している『The Rotarian』です。
　皆さまのお手元に毎月届いている『ロータリーの友』も、ロータリー地域雑誌に
指定されていますから、日本のロータリアンの皆さまは、この『ロータリーの友』か
『The Rotarian』を購読すれば、その義務を果たす事になります。
　しかし、「購読」ですので、単に代金を支払って「買う」ということではなく、その
雑誌を「読む」必要があります。従いまして、地域雑誌を読む事はロータリーの三
大義務の一つになっています。
　それでは、日本でのロータリー地域雑誌「ロータリーの友」に関して、皆さんで勉
強したいと思います。
　戦後1地区だった日本のロータリーが2地区に分割されたのが1952年7月。その
少し前、4月に大阪で開催された地区大会で分割後の2地区が共有できる雑誌の創
刊が決まりました。その後、東西のロータリアンが打ち合わせた結果、1953年1
月に、『ロータリーの友』が創刊されました。
　1979年7月号からの1年間の試験期間を経て、1980年7月号から、『ロータリー
の友』は、国際ロータリー（ＲＩ）の公式地域雑誌になりました。現在は、この呼び
方が変わり、「ロータリー地域雑誌」と呼んでいます。ＲＩ本部で編集・発行してい
る国際ロータリーの機関誌『The Rotarian』と、31の地域雑誌を合わせて
「ROTARY WORLD MAGAZINE PRESS」といいます。
　「ROTARY WORLD MAGAZINE PRESS」の雑誌は、すべて、年度が始まる7
月号の表紙に、その年度の国際ロータリー会長の写真を掲載することが決められて
います。
　「ロータリー地域雑誌」には、『The Rotarian』に掲載された記事の中から、指
定された記事を掲載する義務もあります。『友』では「ＲＩ指定記事」と呼んでいま
すが、記事のタイトル辺りにロゴが入っています。目次には、「ＲＩ」のロゴが入って
います。ＲＩ指定記事の一つです。ロータリーについての簡単な紹介が記載されて
います。
　横組みには、ロータリーの特別月間に関する特集、ロータリー地域雑誌としての
公式的な記事を中心に掲載しています。ＲＩ指定記事は横組みに入っています。
　縦組みは、日本のロータリアンのコミュニケーションの懸け橋となる記事を掲載
しています。投稿が中心です。
　コラム欄は、1～2年毎にテーマを変えて掲載されています。現在は、「Rotaryい
ま……」。ロータリーの新しい動きについて紹介されています。
　震災直後からスタートした欄です。震災から4年が経過しましたが、まだ、多くの
クラブや地区が支援活動を続けています。それらの支援活動や、被災地のロータリ
アンの現状報告などが掲載されています。
　縦組みのこのコーナーは、ロータリアン個人、ロータリークラブと、約3年毎にテー
マや対象が変わっています。前年度からスタートしたシリーズのテーマは「町」で
す。地方の町に元気がないと言われていますが、その中でいろいろと工夫をしてが
んばっているところを取り上げ、地元のロータリアンに案内をしていただく形で、プ
ロのライターとカメラマンが取材をした記事です。
　横組みの表紙裏（表２）の写真は、ロータリーの創始者ポール・ハリスの写真で
す。この写真は、1935年、ポール・ハリスが来日した時、撮られたものです。
　写真は毎号、同じですが、そこに添えられている言葉は、毎号、違います。ロータ
リーの創始者の思いに触れてください。
　今年度、黄其光（Gary C. K. Huang）ゲイリーCKホアン国際ロータリー会長
は、全世界のロータリアンに「ロータリーデー」の開催を呼びかけられました。この
呼びかけに応えて、世界で、日本で、さまざまな形でロータリーデーが開催されてい
ます。『ロータリーの友』では、これら「ロータリーデー」の記事が毎月掲載されて

います。
　国際ロータリーの最新情報を知ることができます。
　例えば……ＲＩ理事会メンバー（７月号）、ポリオプラスの現況報告（７月号）、シ
ドニー国際大会（８月号）、人頭分担金の請求方法が変わります（９月号）、視覚に
訴えてロータリーのイメージ向上（１月号）、ロータリー財団の資金モデル入門（２
月号）、ＲＩ会長エレクトインタビュー（３月号）などがあります。
　このほか、毎月の国際ロータリー会長や財団管理委員長のメッセージ、エバンス
トン便りなどにも国際ロータリーの情報があります。国内の他クラブの活動や状況
を知ることができます。
　例えば……「ロータリー・アット・ワーク」（毎号）、クラブ同好会（８月号）、グロー
バル補助金を使ったプロジェクト（11月号）、配偶者主体の奉仕活動（12月号）、
ホームページで情報発信（１月号）、子どもが教室で学べるように（３月号）などが
あります。
　『ロータリーの友』は、国内のロータリアンから送られてくる原稿や写真を中心に
編集されている雑誌です。私たちのクラブの活動も『ロータリーの友』に送れば、
掲載してもらうことができます。投稿規定がありますから、それを確認して、規定に
沿った原稿と写真を準備する必要があります。このほかに横組みの特集記事の募
集がありますが、募集内容は「Rotary Japan」に掲載されます。投稿のすべてが掲
載されるわけではありませんが、次にご紹介するポイントにご留意いただくと、掲
載の確率はかなり高くなります。
　『ロータリーの友』を興味をもって読んでいただくためには、「良い写真」が大き
なポイントになります。そのため、集合写真、記念写真は掲載されません。活動をし
た際はその様子がよくわかる写真を撮っておかなければなりません。
　2013年4月に開催された国際ロータリーの規定審議会で、アメリカとカナダ以
外のロータリアンも、印刷版と電子版の選択ができるようになりました（アメリカ
とカナダのロータリアンについては、2010年4月の規定審議会で、印刷版と電子版
の選択ができるようになりました）。それに伴い、2014年1月号から、『ロータリー
の友』電子版が配信されるようになりました。現在はテスト段階で、印刷版と電子
版の双方を提供しています。
　『ロータリーの友』のホームページからアクセスできます。見るにはＩＤとパスワー
ドを入力する必要があります。ＩＤとパスワードは当クラブに郵送でお知らせいた
だきました。XXXXXXXXXです。電子版は『ロータリーの友』の有料購読者だけ
に提供されているものですが、ＩＤとパスワードをクラブのホームページや週報に
掲載すると、誰もがアクセスできるようになってしまうので、掲載することができま
せん。ＩＤとパスワードを忘れてしまった場合は〇〇にお聞きください。
　『Rotary Japan』という名前で、ホームページが開設されています。ロータリア
ン以外の人々に、ロータリーを知っていただくためのコンテンツページが構成され
ています。日本国内全クラブの例会一覧表が載っています。ホームページを開設し
ているクラブは、その例会一覧表にリンクが張られていますから、メークアップの
際に、事前にどのようなクラブか調べていくと、そのクラブの方々と楽しく話ができ
ると思います。歴代の国際ロータリー（ＲＩ）会長・ＲＩテーマ、国際大会の開催場所
・登録者数、その他、ロータリー関連資料も掲載しています。
　本日話をさせて頂きましたが、『ロータリーの友』には、ロータリーに関するさま
ざまな情報が掲載されていますので、皆様も、机の上にはおかず　必ずロータリー
の友を読んで頂き、様々なシーンにお役立て下さい。
　以上、雑誌・広報・史料委員会の月間卓話でした。本日は、ご清聴ありがとうござ
いました。

　　　

菊　地　賀　治 君

雑誌月間について雑誌月間について雑誌月間について雑誌月間について

雑誌・広報・史料委員長


